
「
日
本
書
紀
に
が
、
け
る

「也」

｛
子
の

一
考
察
」

北

伊

子

都

島

福
引
良
輔
先
生
の
「
書
紀
に
見
え
て
ゐ
る
「
之
」
字
に
つ
い
て
」

（
憂
北
帝
国
大
学
文
学
科
研
究
年
報
・
才
一
軒
）
の
中
で
述
ぺ
て
お

ら
れ
る
、
一
、
漢
文
的
川
宇
例
ぞ
み
て
い
く
と
と
に
よ
っ
て
、
古
事
記
と
日

本
書
紀
と
の
記
載
法
の
相
違
点
点
、
類
似
点
を
考
察
す
る
。

一
、
そ
れ
に
よ
っ
て
古
事
記
の
詑
録
者
と
書
紀
の
編
纂
者
達
と
の

言
語
意
識
阜
、
川
宇
意
識
の
相
違
を
知
る
。

一
、
他
の
奈
良
朝
時
代
の
文
献
と
の
関
係
を
み
て
、
そ
こ
か
ら
何

か
体
系
的
な
統
一
あ
る
も
の
を
見
出
す
ζ

と
、
そ
の
場
合
例
外
が
生

じ
れ
ば
、
そ
れ
は
如
何
な
る
場
合
に
生
じ
、
如
何
な
る
理
由
に
よ
る

も
の
で
あ
る
か
等
を
考
察
す
る
o

一
、
誤
字
、
誤
写
の
問
回
、
そ
れ
に
伴
う
古
写
本
の
系
統
、
各
古

川
ハ
ア
本
の
価
値
を
推
察
で
き
る
。

一
、
編
纂
の
態
度
予
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
こ
に
上
代
人
の

思
想
ぞ
そ
の
変
化
の
現
わ
れ
を
見
出
す
。

な
ど
の
問
題
を
顕
に
お
い
℃
、
「
也
」
字
を
と
り
あ
げ
同
じ
よ
う
な

考
察
を
試
み
た
。
そ
し
て
寸
之
」
字
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
「
也
」

ヤ

字
の
場
合
で
も
字
音
仮
名
「
也
」
と
し
て
の
用
法
は
と
り
扱
わ
な
い

こ
と
に
し
て
、
漢
文
的
用
字
例
と
も
い
う
ぺ
き
表
意
的
用
字
例
に
つ

い
て
の
み
述
ぺ
る
こ
と
に
し
た
o

し
か
し
書
紀
に
於
い
て
は
字
音
仮

ヤ

名
「
也
」
と
し
て
の
用
訟
が
全
然
見
え
な
い
と
い
う
の
は
、
一
つ
の

ノ
特
色
で
あ
る
o

先
、
ず
付
で
は
、
名
詞
に
接
続
し
た
場
合
の
「
也
」
字
の
刑
法
に
つ

い

τ述
べ
た
。
そ
し
て
更
に
そ
れ
ぞ
、

A
、
断
定
、
強
調
、
感
動
な
ど
左
表
わ
し
た
文
に
「
也
」
字
が
用

い
ら
れ
た
場
合
。

B
、
疑
問
文
に
肘
い
ら
れ
た
場
合
o

c、
推
H

章
一
を
表
わ
し
た
場
合
。

D
、
主
部
或
は
主
語
と
な
る
べ
き
語
の
下
に
添
え
て
旧
い
ら
れ
た
F

場
合
。E
、
文
中
に
「
也
」
字
が
あ
っ
て
目
的
を
表
わ
す
諸
に
添
え
ら
れ

た
場
合
。

な
ど
に
小
分
し
、
巻
々
の
特
徴
ぞ
、
上
代
人
の
肘
字
意
識
を
よ
り

く
わ
し
く
知
ろ
う
と
う
と
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
争
共
に
示
し
て

み
る
。

← 9 ~ 

丘
、
此
章
一
女
是
五
日
児
山
由
。
（
巻
一
・
四
O
）

篠

。

小

竹

也

。

（

巻

一

・

間

二
v

天
下
太
平
也
。
〈
巻
六
・
一
八
四
〉

B
、
天
皇
同
日
。
教
一
一
如
此
一
者
散
神
也
。

（
巻
五
・
二
ハ

O
〉

因
向
日
。
汝
何
国
人
也
。
（
巻
六
・
一
九
二
〉



c、
大
雨
従
ニ
狭
穂
日
発
而
来
之
濡
レ
面
。
是
何
祥
也
。

〈
巻
六
・
一
七
九
〉

子
皇
子
量
違
ニ
常
勅
一
妄
改
而
令
。
必
是
辰
也
。

（
巻
一
七
・
一
八
）

D
、
答
日
。
族
也
勿
一
一
看
吾
一
笑
。
（
巻
一
・
二
一
）

是
芸
者
日
也
人
作
。
夜
也
神
作
。（
巻
五
・
一
六
六
）

E
、
先
撃
二
八
十
長
帥
於
国
見
丘
一
破
斬
之
。
是
役
也
。
天
皇
志

存
三
必
克
一
0

（
巻
三
・
一
二
二
）

A
は
「
也
」
字
の
旧
例
中
も
っ
と
も
多
く
見
え
、
そ
の
当
時
の
一

般
的
な
別
法
で
あ
っ
た
と
芯
わ
れ
る
が
、
書
紀
中
に
は
僅
か
な
が

ら
、
省
略
さ
れ
た
形
も
見
え
る
。
た
い
λ

「
天
下
太
平
也
」
の
川
例
は

他
の
例
と
は
少
し
誌
な
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
／
＼
中
国
に

於
い
て
は
「
天
・
下
太
千
」
で
「
天
下
太
千
な
り
」
の
意
を
表
わ
す
も

の
で
あ
る
の
が
、
我
国
に
移
さ
れ
た
場
合
、
或
る
者
は
「
也
」
字
を

添
え
、
或
る
者
は
、
そ
の
ま
L
持
っ
て
き
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
巻

パ
に
於
い
℃
は
、
二
例
と
も
「
天
下
太
平
也
」
と
「
也
」
字
が
添
え

ら
れ
て
い
る
が
、
巻
十
一
・
十
二
で
は
「
天
下
太
平
」
で
あ
る
。
い

ず
れ
で
も
立
味
は
勿
論
同
じ
で
あ
り
、
訓
み
も
「
天
下
タ
ヒ
ラ
カ
ナ

リ
（
ゾ
）
」
な
ど
L
訓
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

R
は
編
答
者
の
用
宇
意
識
の
相
違
に
よ
っ
て
、
或
は
「
耶
」
「
蹴
」

「
乎
」
等
の
文
字
を
川
い
た
の
か
、
文
の
内
容
的
な
こ
と
の
相
違
に

よ
る
の
か
、
今
一
度
考
察
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
o

D
は
「
也
」
字
が
「
者
」
字
と
通
用
さ
れ
て
い
て
、
漢
文
の
助
字

と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
「
也
」
字
は
訓
む
ぺ
き
も
の
で
は
な

い。
E
は
書
紀
中
た
い
ふ
一
例
の
み
の
用
法
で
あ
る
。

共
に
名
前
に
接
続
し
た
場
合
の
誤
字
、
脱
字
な
ど
に
つ
い
て
巻
弐

を
追
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

＠
是
即
畝
丘
樹
下
所
肘
之
神
・
。

＠
即
此
経
律
主
神
之
祖
・
突
。

＠
此
則
筑
紫
胸
屑
君
等
所
祭
神
是
品
。

＠
此
太
古
之
違
法
也
。

．
 

＠
初
大
己
責
神
之
手
団
也
。

＠
は
神
の
下
に
、
北
本
、
丹
本
に
は
「
也
」
字
が
あ
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
「
コ
ノ
モ
ト
ニ
マ
ス
カ
ミ
ナ
リ
（
ゾ
）
」
な
ど
L

訓
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
説
明
の
文
で
あ
ろ
か
ら
「
也
」
字
が
あ

っ
て
不
思
議
で
は
な
い
し
、
む
し
ろ
こ
う
い
う
説
明
の
文
に
は
あ
っ

て
然
る
べ
き
だ
と
思
う
。
勿
論
省
略
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
に
は
あ
る

が
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
健
か
で
あ
る
し
巻
一
に
於
い
て
は
見
ら
れ
な

い。

．
 

＠
に
於
い
て
は
、
丹
本
に
「
之
担
也
宍
」
と
作
ら
れ
て
い
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
巻
一
に
は
「
之
也
」
「
者
也
」
の
他
に
「
之
官
」

「
者
央
」
な
ど
の
用
例
も
見
え
る
し
、
か
な
り
「
也
」
「
突
」
が
複

雑
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
「
也
宍
」
な
ど
L
語
末
に
助
字
を
重
ね

て
則
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
他
に
「
也
実
」
を
用
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い
た
例
は
な
く
同
じ
よ
う
な
用
例
を
み
る
と
み
な
「
之
祖
也
」
「
遠

桐
也
し
「
祖
也
」
な
ど
L
見
え
る
と
と
ろ
か
ら
、
と

L

も
「
之
担

也
」
か
「
之
担
突
」
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
思
う
o

「
也
」
と

「
白
人
」
が
通
則
さ
れ
℃
い
た
こ
と
は
経
伝
釈
詞
に
も
「
也
論
央
也
」

と
し
℃
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
o

の
は
島
本
に
な
い
の
で
あ
る
が
「
：
・
命
是
也
」
「
：
：
：
神
是

也
」
な
ど
L
同
じ
よ
う
な
記
載
が
巻
一
に
於
い
て
だ
け
で
も
五
例
見

え
（
他
の
容
に
も
比
え
る
）
み
な
「
也
」
字
は
記
載
さ
れ
て
い
る

し
、
文
と
し
て
も
あ
っ
て
然
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
う
の
で
、

あ
る
方
に
従
い
た
い
と
思
う
。

＠
＠
も
文
と
し
て
は
「
也
」
字
が
あ
っ
て
も
い
L
と
と
ろ
で
あ

ヮ，
ρ／

恥
ん
～
己
二
に
於
い
て
は

＠
此
其
縁
也
。
是
後
・
：
：

＠
是
五
日
ん
可
L

王
之
地
也
。

＠
此
品
目
我
賜
一
一
天
維
産
一
之
矢
也
。．．
 

＠
吾
四
百
天
神
之
子
・
。

＠
共
彦
大
火
山
見
尊
・
。

θ

対
日
。
天
間
大
神
之
子
所
幸
道
路
。
有
－
一
如
此
民
一
之
者
誰

也。

④
は
丹
本
に
「
：
：
是
也
」
と
あ
る
と
い
う
の
だ
が
書
紀
に
於
い

て
「
此
其
縁
也
」
「
是
実
静
也
」
「
共
是
之
総
也
」
「
共
此
之
縁

也
」
と
多
少
文
字
の
違
い
は
あ
る
が
意
味
と
し
て
は
同
じ
も
の
で
あ

憤
川
句
的
に
使
川
さ
れ
て
い
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
る。
＠
＠
＠
は
説
明
文
で
あ
っ
て
「
也
」
乎
の
有
無
を
一
概
に
は
決
し

難
い
の
で
あ
る
が
、
あ
っ
て
も
さ
し
っ
か
え
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
匂
＠
も
汁
本
の
い
う
よ
う
に
「
之
也
」
が
あ
っ
て
も
お
か
し
と
こ
ろ

で
は
な
い
が
、

7
：
：
為
レ
妃
而
生
レ
児
、
号
一
一
火
酢
芹
ム
叩
六
共
彦
火

火
山
見
惇
」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
場
合
の
文
に
は
、
「
也
」
や
「
之

也
」
な
ど
は
、
普
通
旧
い
ら
れ
て
い
ず
、
「
共
：
：
、
弐
：
・
・
」
と

神
の
名
を
列
記
し
℃
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

G
は
疑
問
文
で
あ
る
が
、
「
也
」
字
が
疑
問
を
表
わ
す
こ
と
は
用

例
に
も
見
え
た
。
し
か
し
「
部
」
「
乎
」
「
蹴
」
な
ど
の
文
字
も
多

く
川
い
ら
れ
て
い
る
し
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
旧
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
玉
木
が
「
耶
」
と
作
っ
て
い
る
と
し
て
も
ど
ち
ら
と

も
決
し
難
い
。

引
な
三
、
問
、
正
に
見
え
る
「
也
」
字
の
具
同
は
い
ず
れ
も
説
明
文

の
場
合
で
あ
る
の
で
そ
の
有
無
は
決
し
難
い
。

在
七
、
九
に
見
え
る
「
之
対
祖
也
」
「
之
祖
也
」
の
「
也
」
字
は

当
然
あ
る
べ
き
立
と
思
う
。
と
い
う
の
は
書
紀
に
於
い
て
は
、
い
く

つ
か
憤
川
旬
と
も
見
ら
れ
る
川
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が

「
（
之
）
縁
也
」
と
同
じ
く
「
祖
也
」
「
先
也
」
と
い
う
の
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
乙
の
他
「
是
年
（
歳
）
也
：
・
：
」
と
い
う
詑
載
訟
が

あ
る
。
特
に
「
是
歳
（
年
〉
也
太
歳
戊
申
」
等
と
い
う
記
載
訟
は
、

・-11 -



簡
潔
で
理
解
し
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
、
編
纂
一
者
D
相
違
に
か
L
わ
ら

ず
、
一
種
の
慣
川
と
し
て
書
紀
に
於
い
て
は
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
礼
る
。
巻
二
凶
、
二
五
、
二
六
な
ど
に
見
え
る
「
之

兆
也
」
と
い
う
表
記
も
一
種
の
慣
用
と
忠
わ
れ
る
。
そ
の
他
諸
木
に

よ
っ
て
「
也
」
字
の
有
無
の
呉
同
が
あ
る
が
、
説
明
の
文
、
断
定
、

強
調
、
疑
問
な
ど
を
表
わ
す
文
の
場
合
、
早
急
に
決
し
難
い
も
の
が

多
い
。
し
か
し
説
明
や
強
調
の
文
で
は
「
也
」
字
が
表
記
さ
れ
て
い

な
い
方
の
場
合
は
稀
で
あ
る
の
で
「
也
」
字
の
あ
る
方
に
従
つ
で
も

よ
い
と
必
う
が
、
「
也
」
字
が
「
突
」
「
者
」
「
君
」
「
之
」
な
ど

と
通
用
さ
れ
て
い
た
と
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
一
概
に
決
定
し
て
し

ま
う
の
は
危
険
で
あ
る
。

口
に
於
い
て
は
、
動
詞
に
「
也
」
字
が
接
続
し
た
場
合
の
用
例
を

示
し
、
名
誌
に
接
続
し
た
場
合
主
同
じ
よ
う
に
、

A
、
説
明
文
、
断
定
、
強
調
、
感
動
な
ど
を
表
わ
し
た
文
に
「
也
」

字
が
接
続
し
た
場
合
。

B
、
同
疑
問
を
表
わ
す
場
合
。

山
開
反
一
司
聞
を
表
わ
す
文
に
用
い
ら
れ
た
場
合
。

c、
共
の
文
へ
続
け
て
訓
ん
だ
方
が
自
然
で
あ
る
上
う
な
場
合
に

「
也
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
。

D
、
同
意
士
山
を
表
わ
す
場
合
。

山別推
H

哀
を
表
わ
す
場
合
。

E
、
同
命
令
の
文
に
用
い
ら
れ
た
場
合
。

間
禁
止
を
表
わ
す
文
に
用
い
ら
れ
た
場
合
。

に
小
分
し
て
み
た
。
以
下
す
三
、
ゃ
4

四
の
場
合
も
同
じ
よ
う
な
要
領

で
小
分
し
て
い
る
。
動
詞
に
接
続
し
た
場
合
の
用
例
を
示
し
て
み

る。

A
、
即
投
ニ
共
杖
一
。
是
智
駐
神
一
也
。

（
巻
一
・
一
ム
ハ
）

今
謂
一
一
泉
河
一
説
也
。
（
巻
五
・
一
六
五
）

悶
為
一
一
宵
号
一
也
。
〈
巻
一
八
・
四
問
）

B
、
制
：
：
何
言
一
一
速
狭
騰
一
也
。
（
巻
九
・
二
川
九
）

問
日
。
小
児
推
さ
一
一
一
口
。
於
一
一
五
口
野
中
一
客
人
有
レ
在
何
得
レ
不
一
一

迎

礼

一

也

。

（

袋

一

九

・

八

一

）

例
白
レ
今
以
後
。
笠
背
一
一
天
朝
一
也
。

（
各
一
間
・
三
七
問
）

勃
二
与
を
レ
身
免
一
レ
危
也
敗
。（
治
省
一
五
・
問
O
一）

c、
及
二
皇
軍
之
得
二
時
瑞
一
也
。
時
人
的
号
一
一
鶏
邑
一
。

（
容
三
・
一
二
六
）

至
二
此
役
一
也
。
意
欲
一
一
第
一
諒
一
。
（
巻
一
一
一
・
一
一
一
七
）

D
、
同
則
自
対
一
一
座
長
一
目
。
奉
二
娘
子
一
也
。

（
呑
一
三
・
コ
一
四
二
）

刷
若
有
レ
成
L
事
。
必
獲
一
一
良
獣
一
也
。

（
傘
九
・
二
五

O
）

E
、
同
汝
等
各
言
一
一
情
願
之
物
一
也
。
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（
各
六
・
一
八
七
）

例
慎
之
英
レ
怠
也
。
（
径
七
・
二
一
五
）

神
戒
一
一
天
皇
一
日
。
無
レ
往
也
。
（
各
一
四
・
二
一
七
五
）

失
に
動
詞
に
接
続
す
る
場
合
の
「
也
」
字
D
刑
法
中
問
題
に
な
る

と
忠
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
述
ぺ
て
み
る
o

先
ず
念
一
の
中
で
註
に
「
下
皆
倣
レ
此
・
」
と
い
う
の
が
あ
る

が
、
「
此
」
の
下
に
丹
本
、
阪
本
に
は
「
也
」
字
が
あ
る
。
巻
十
七

の
例
は
、
前
本
に
「
也
」
宇
が
あ
り
、
巻
十
九
で
は
、
「
也
」
字
の

な
い
の
が
北
本
と
な
っ
て
い
る
。
命
令
白
文
に
「
也
」
字
が
川
い
ら

れ
た
の
は
僅
か
で
は
あ
る
が
用
例
が
見
え
る
の
で
、
「
也
」
字
を
な

い
も
の
と
し
て
片
づ
け
て
し
ま
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
と
思
う
。
い

ず
れ
と
も
決
し
難
い
。

次
に

是
謂
二
岐
神
一
也
。
（
省
一
・
一
六
）

故
一
号
一
一
其
処
一
日
一
一
角
鹿
一
也
。
（
巻
六
・
一
七
六
）

の
よ
う
な
型
の
記
械
の
場
合
「
也
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
い

な
い
か
は
巻
々
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
乙
の
「
謂
」
「
日
」
の

字
の
か
わ
り
に
同
じ
よ
う
な
型
の
文
に
「
名
」
「
云
」
「
号
」
「
訓
」

な
ど
が
用
い
ら
れ
℃
い
る
o

こ
れ
ら
の
文
字
に
対
し
て
文
末
に
「
也
」

字
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
巻
十
問
の
「
更
名
ニ
長
田
大
地
皇
女
一

也
o

」
（
三
五
七
）
0

巻
二
十
の
「
故
云
レ
繭
也
o

」
（
一
一
一
）
の
二

例
だ
け
で
あ
る
o

巻
一
で
は
「
謂
↑
（
云
、
日
、
号
、
訓
）

O
O
一

也
」
と
い
う
型
の
文
で
「
也
」
字
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
た
い
λ

二
例
だ
け
で
あ
る
o

し
か
も
「
謂
」

D
字
に
呼
応
し
て
い
る
。
「
也
」

字
の
か
わ
り
に
「
突
」
「
者
突
」
「
君
」
が
則
い
ら
れ
て
い
る
の
が

ほ
ん
の
僅
か
一
、
二
例
ず
つ
見
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
「
也
L

ハ
ト
が
比

較
的
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
巻
九
、
十
一
、
十
三
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
巻
は
こ
う
い
う
型
の
文
の
用
例
が
他
の
翁
に
比
べ
て
少
い
り

で
あ
る
が
、
そ
の
会
用
例
中
牛
分
と
迄
は
い
か
な
い
ま
で
も
つ
也
」

宇
が
川
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
う
い
う
型
の
文
例
が
あ
っ
て

も
、
「
也
」
宇
が
全
然
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
が
巻
十
二
、
十
七
、

十
八
、
二
三
、
二
六
、
二
七
な
ど
で
あ
る
。
巻
二
九
も
た
ど
一
例
読

本
に
よ
っ
て
「
也
」
字
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
に
分
れ
て
い
る

他
、
全
部
「
也
」
字
は
川
い
ら
れ
て
い
な
い
。
虫
色
二
八
も
川
例
は
少

い
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
乙
う
児
て
く
る
と
勿
諭
そ
う
い
う
型
の

文
末
に
「
也
」
字
を
用
い
て
も
川
い
な
く
て
も
説
明
文
で
あ
る
か

ら
意
味
の
上
か
め
は
、
か
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
が
容
に
よ
っ
℃

「
也
」
宇
が
全
然
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
多
く
用
い
ら
れ
た

り
し
て
い
る
乙
と
は
編
纂
者
の
用
字
意
識
の
相
違
と
い
う
も
の
に
そ

白
原
因
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。
叉
と
の
他
に
「
為
ニ
O
O
山山」

「有一一

O
O
一
也
」
等
の
型
の
文
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
川
じ

よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。
そ
し
て
と
の
型
の
文
で
は
前
の
場
合
と
は

沙
一
に
巻
九
、
十
三
な
ど
に
は
全
然
「
也
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
の
も
回
白
い
事
実
で
あ
る
。
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助
動
詞
に

「
也
」
字
が
接
続
し
た
場
合
じ
つ
い

日
に
於
い
て
は
、

て
述
ぺ
た
。

A
、
警
猶
三
瀞
魚
之
浮
一
て
水
上
一
也
。
（
倉
一
・
一
）

未
レ
有
一
一
若
此
言
之
麗
美
一
者
也
。
（
巻
一
三
一
一
七
）

B
、
調
ニ
官
軍
一
日
。
制
日
郎
子
融
人
可
レ
中
也
。

（
倉
一
同
・
コ
一
八
六
）

。
、
同
如
生
レ
男
者
。
予
以
為
レ
子
而
令
レ
治
二
一
大
原
一
也
。

（
省
一
・
三

O
）

例
億
計
恐
共
不
レ
可
－

b
夜
レ
国
子
一
レ
民
也
。

（
巻
一
五
・
四
一

O
）

D
、
天
間
犬
神
者
可
一
一
一
以
治
二
高
天
原
一
也
。

（
巻
一
・
一
七
）

我
荒
魂
令
レ
袋
一
↑
於
穴
門
山
田
邑
一
也
。

（
傘
九
・
二
四
九
）

右
の
用
例
は
、

A
は
説
明
、
或
は
断
定
、
強
調
な
ど
を
表
わ
す
文

に
「
也
」
字
が
加
い
ら
れ
た
も
の
。

R
は
助
動
詞
に
接
続
し
て
疑
問
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
。
と
れ
は

た
父
一
例
で
あ
る
が
、
文
例
が
少
い
と
と
弘
、
他
の
疑
問
の
助
字

「
乎
」
「
耶
」
「
鰍
」
等
を
附
い
た
と
と
が
原
因
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。C
同
は
意
芯
を
表
わ
し
、
刷
は
推
量
を
表
わ
す
と
忠
わ
れ
る
も
の

L
例
で
あ
る
。

D
は
命
令
を
表
わ
す
文
に
接
続
し
た
場
合
の
例
。

共
に
乙
の
川
法
中
の
「
也
」
字
の
有
無
の
問
題
ぞ
少
し
述
べ
て
み

る。
同
天
間
犬
神
者
可
三
以
治
ニ
両
天
原
一
也
。

月
読
尊
者
可
三
以
治
一
一
治
梅
原
潮
之
八
百
重
一
也
。

素
斐
町
尊
者
可
三
以
治
ニ
天
下
一
也
。

山
川
＠
天
附
…
犬
神
者
可
一
一
一
以
御
二
一
一
天
之
原
一
也
。

⑥
月
夜
見
尊
者
可
口
一
以
配
レ
臼
而
知
一
一
天
事
一
也
0

0
中
高
斐
喝
事
者
司
三
以
御
ニ
捻
栴
之
原
一
也
。

右
の
例
は
同
じ
内
容
の
も
の
で
一
書
日
の
ニ
つ
の
部
分
で
あ
る
。

仰
は
＠
だ
け
に
「
也
」
字
が
明
記
さ
れ
て
い
て
＠
の
は
丹
本
に
欠
け

て
い
る
o

こ
の
よ
う
な
場
合
一
し
書
同
に
同
じ
内
・
容
の
文
で
表
記
さ
れ

て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
仰
の
＠
＠
も
「
也
」
字
の
記
誠

を
認
め
る
と
い
う
と
と
は
、
い
L
難
い
の
で
あ
る
が
、
乙
L
で
は
助

の
場
合
も
＠
で
は
表
記
さ
れ
て
い
る
し
欠
け
て
い
る
の
が
丹
本
だ
け

で
あ
る
か
ら
「
也
」
字
の
あ
る
方
に
従
っ
て
も
い
L
と
思
う
。

同
で
は
形
容
詞
に
「
也
」
字
が
接
続
し
た
場
合
に
ハ
J

い
て
述
べ
て

み
た
。
と
の
川
法
の
例
は
付
同
国
の
場
合
に
比
ぺ
て
非
常
に
少
く

な
っ
℃
い
る
。
断
定
ぞ
強
調
、
感
動
を
表
わ
し
た
場
合
に
「
也
」
乎

が
則
い
ら
れ
た
場
合
θ
例
が
最
も
多
く
、
他
に
疑
問
、
推
量
を
衣
わ

し
た
と
忠
わ
れ
る
も
の
、
そ
れ
と
倉
一
に
冗
け
比
え
る
川
法
で
「
愛

也
五
日
夫
君
」
「
愛
也
吾
妹
」

D
如
く
、
不
読
の
文
字
で
特
別
の
意
味

は
友
く
「
者
夫
君
」
「
吾
妹
」
を
形
容
す
る
「
受
」
を
強
調
し
感
動

を
表
わ
す
為
に
、
副
詞
に
添
え
ら
れ
る
場
合
の
「
也
」
字
と
同
じ
よ
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第 表

I 

巻 之 也 会 話

1 10 336 7.35 14 96 1. 98 67 1. 37 10 31 Q.63 

2 4 353 8.58 18 72 1.67 3 32 0.74 13 25 0.58 

．‘ 》 5 175 8.33 8 49 2.23 16 0.41 15 12 o.55 

4 29 28 2.55 4 38 2.60 30 。。 30 1 0.07 

Ii 15 90 6.43 13 3日 2.00 4 10 0.11 9 o.64 

f. 6 149 s.27 1 75 4.oo 12 0.67 18 1.00 

” 17 234 4.96 3 81 2.7ヲ 21 8 0.28 8 19 o.66 ， 

8 7 58 8.00 9 13 2.17 10 3 o.5o 6 4 0.67 

9 167 7,59 6 56 2.48 24 5 0.22 4 18 0.78 

10 1 135 9.64 2 43 2.87 19 5 o.33 2 13 Q.87 

11 2 226 9.41 11 58 2.15 12 13 0.48 6 18 0.67 

12 8 79 7.90 7 24 2.40 2 8 0.80 12 6 0.60 

13 3 140 8.75 10 41 2.16 13 9 o.47 20 8 0.42 

14 109 3.50 17 58 1. 71 18 o.s3 11 0.32 22 23 

15 21 84 4.20 54 2.57 14 9 o.43 17 10 0.48 

16 11 44 7.33 20 10 1.43 28 0.14 26 2 0.29 

17 27 58 2.90 24 29 1.32 20 7 o.32 27 6 0.21 

18 28 25 2.78 16 16 1.78 15 3 o.42 18 4 o.44 

19 18 207 4.60 12 100 2.04 23 13 0.27 28 11 0.22 

20 25 49 3.07 19 23 1. 53 17 6 0.40 22 5 o.33 

21 26 43 3.00 15 25 1. 92 18 0.38 11 8 0.62 

22 14 198 6.83 26 36 1. 09 16 o. 48 119 14 0.42 

23 12 96 7.31 21 2つ 1.43 10 7 o. 50 16 7 o.so 

24 22 70 3.50 2-5 己7 1. 23 22 0.27 29 5 0.23 

25 16 
ノ

236 6.21 2.2 52 1.29 27 6 o.1s 25 12 0.29 

26 20 71 4.44 27 12 o. 71 11 0.65 21 7 0.41 

27 24 69 3.40 28 14 0.64 26 4 0.18 16 0.73 

28 13 130 7.22 23 25 1.32 7 12 0.63 3 15 o.79 

29 19 243 4.56 30 26 o.46 25 12 0.21 24 17 0.30 

30 30 40 1.21 29 21 o.57 29 2 o.os 14 21 0.57 

3942 1224 319 353 



う
な
同
字
意
識
を
以
て
書
か
れ
た
と
川
山
わ
れ
る
例
が
あ
る
。

国
で
は
、
副
詞
に
添
え
ら
れ
た
場
合
の
例
に
つ
い
て
述
ぺ
た
。
こ

れ
は
万
葉
集
な
ど
に
も
例
を
み
、
叉
古
事
記
な
ど
に
も
多
く
見
ら
れ

る
。
と
れ
は
「
也
」
字
に
限
ら
、
す
「
者
」
「
弱
」
な
ど
も
川
い
ら
れ

て
い
る
。
乙
れ
に
関
連
し
て
鶴
先
生
の
「
万
葉
集
に
九
掛
け
る
「
者
』

字
の
用
法
」
（
万
葉
才
二
一
号
）
と
い
う
論
文
が
出
て
い
る
の
で
ご

〉
ら
ん
い
た
ど
き
」
た
い
。

同
に
於
い
て
は
山
詞
に
接
続
し
た
「
也
」
字
の
用
例
と
、
ど
う
し

て
も
ど
の
分
類
に
い
れ
る
ぺ
き
か
解
し
得
な
か
っ
た
も
の
、
最
後
に

特
殊
な
用
法
と
思
わ
れ
る
も
の
L
例
研
二
不
し
気
づ
い
た
点
を
述
ぺ
て

み
た
。特
殊
な
も
の
と
し
て
あ
げ
た
も
の
L
才
一
は
巻
一
、
二
に
見
え
る

「
不
倒
也
凶
白
河
機
之
処
（
国
）
」
「
隙
傾
也
凶
日
杵
之
国
」
の
例
で

あ
る
。
と
れ
ら
の
訓
み
は
書
紀
中
に
「
不
須
也
凶
日
汚
械
。
此
一
五
二

伊
概
之
肘
栴
杭
多
灘
叔
一
。
」
「
頗
傾
也
。
此
一
手
一
政
矛
（
布
）
志
一
。
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
二
例
と
も
「
也
」
乎
は
不
読
の
文
字
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

す
二
に
は
各
卜
凶
に
見
え
る
例
で
、
「
奉
一
一
献
府
調
「
御
調
也
』
絹

謙
一
。
」
で
あ
ろ
。
乙
の
場
合
「
御
調
也
」
が
文
中
に
あ
る
の
は
お
か

し
い
。
「
府
調
」
の
傍
詰
と
し
℃
「
御
調
也
」
と
し
た
の
会
出
違
っ

て
入
れ
た
と
す
る
国
史
大
系
の
説
が
正
し
い
と
思
う
。

三
番
目
に
を
二
凶
に
見
え
る
例
で
あ
る
が
歌
の
故
後
に
「
也
」
ハ
子

が
記
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
い
か
に
も
不
必
要
な
文

宇
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
国
史
大
系
本
で
も
「
也
、
恐
初
」

L
L
踊

詰
に
あ
る
。
書
紀
に
詠
ま
れ
て
い
る
他
の
歌
の
例
を
み
て
も
「
也
」

字
が
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
な
い
。
し
か
し
書
紀
以
外
の
交
献
に
は

か
L
る
川
法
は
か
な
り
見
え
る
と
と
ろ
で
あ
る
o

（
十
日
一
事
記
、
常
陸

風
土
記
、
肥
前
風
土
記
な
ど
の
歌
の
表
記
の
例
）
こ
れ
ら
の
と
と
か

ら
書
紀
の
編
者
の
識
か
父
こ
の
よ
う
な
川
千
立
識
を
白
し
て
い
た
、
と

し
て
も
不
思
議
は
な
く
、
一
方
的
に
「
也
」
字
ぞ
街
と
し
て
E

ど
り
扱

う
乙
と
に
は
賛
成
町
来
な
い
。

同
に
於
い
て
各
容
に
川
い
ら
れ
た
川
法
の
抑
制
州
、
ミ
の
川
例
数
、

及
び
各
巻
に
於
け
る
全
例
数
、
そ
の
全
例
数
と
ん
什
告
と
の
比
一
平
を
一

目
瞭
然
た
ら
し
め
る
為
に
、
表
を
作
り
大
ま
か
で
は
あ
る
が
全
体
的

な
考
察
を
試
み
た
。

才
一
夫
で
全
容
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
の
は
、
名
川
と
動
詞
に
技
統

し
て
断
定
を
よ
瓦
わ
し
た
川
誌
だ
け
で
あ
る
。

ζ

れ
は
「
也
」
千
の
一

二
二
凶
例
中
八
九
六
例
に
及
び
約
問
分
の
コ
一
を
山
め
て
い
る
。
父
こ

の
極
の
旧
法
は
他
の
奈
良
朝
時
代
の
文
献
に
も
見
え
、
当
時
一
般
的

な
肘
法
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

各
容
の
川
字
の
比
率
を
み
る
と
巻
ぃ
一
ハ
に
は
で
只
に
付
川
・
一
い
し
で

一
呑
多
く
、
袋
二
九
で
は
、

0
・
川
六
で
故
も
少
な
い
。
乙
れ
は
福

田
先
生
が
、
之
一
子
の
場
合
で
述
ぺ
ら
れ
た
よ
う
に
、
主
紀
が
幾
人
も

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
と
、
編
纂
の
強
度
に
統
一
が
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
更
に
義
付
け
る
も
の
と
川
ゅ
う
。
因
に
同
じ
よ
う
な
二
、
三

の
漢
文
的
用
字
例
に
つ
い
て
書
紀
に
川
い
ら
れ
た
例
の
比
率
乞
返
に
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し
て
比
較
し
て
み
る
。

矛
二
去
を
み
る
と
、
巻
凶
は
あ
き
ら
か
に
他
の
を
と
は
違
っ
て
い

る
。
「
怠
人
」
は
全
然
例
が
な
く
「
君
」
も
た
に
一
例
の
み
で
あ
る
o

し
か
し
「
也
L

字
に
な
る
と
コ
一
八
例
も
用
い
ら
れ
、
全
体
か
ら
み
ち
札

場
合
凶
番
目
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
o

巻
六
、
十
な
ど
は
多
少
の

差
は
あ
る
が
、
他
の
容
に
比
べ
て
そ
れ
件
、
ー
の
文
字
を
最
も
よ
く
別

い
て
い
る
巻
で
あ
る
。
叉
各
三
十
は
「
之
」
「
也
」
「
突
」
は
他
の

巷
に
比
べ
て
少
く
川
い
て
い
る
が
「
芯
」
は
か
な
り
用
い
て
い
る
ζ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
書
紀
の
編
纂
者
が
、
そ
れ
件
、
ー

の
能
力
に
応
じ
て
側
性
を
発
弾
し
な
が
ら
仕
事
会
進
め
て
い
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
ど
え
る
。

叉
各
省
の
旧
例
を
川
訟
の
種
類
の
上
か
ら
み
て
も
谷
容
の
特
徴
が

出
て
い
る
。
各
一
、
こ
な
ど
は
複
雑
な
川
訟
が
な
さ
れ
て
い
る
乙
と

「
是
年
也
一
広
々
」
の
例
が
見
え
な
い
な
ど
共
通
点
が
あ
り
、
巻
九
、

一
九
な
と
も
、
乙
れ
ら
に
次
い
で
複
雑
で
あ
る
。
逆
に
ど
の
品
詞
に

接
続
し
た
場
合
で
も
国
語
の
断
定
の
刑
法
と
通
じ
る
別
法
だ
け
し
か

泊
い
て
い
な
い
巻
が
か
な
り
あ
り
、
中
で
も
各
凶
は
才
一
才
二
の
川

例
だ
け
で
著
し
く
他
の
者
と
異
な
っ
て
い
る
o

と
う
し
て
各
省
の
特
徴
を
把
握
し
他
白
を
と
比
較
し
類
似
点
ヤ
相

違
点
を
見
出
し
て
い
け
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
者
々
の
制
判
事
者
を
推
定

す
る
乙
と
も
不
可
能
で
は
な
い
と
忠
わ
れ
る
。
も
っ
と
詳
細
に
考
察

を
試
み
他
の
同
じ
よ
う
な
漢
文
的
用
字
例
に
つ
い
て
も
調
べ
れ
ば
、

も
っ
と
は
っ
き
り
し
た
乙
と
が
い
え
よ
う
。

「
夏
日
激
石
の

ユ
ー
モ
ア
に
つ
い
て
」

H

子
規
宛
書
簡
集
を
通
じ
て
み
た
る

ユ
ー
モ
ア
チ
」
子
規
と
の
交
友
H

淵

上

子

i場

減
石
は
「
文
学
評
論
」
の
な
か
で
、
笑
い
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア
・

ウ
イ
ッ
ト
・
パ
ン
の
区
間
を
論
巳
て
い
る
。
「
ヒ
ユ
ー
モ
ア
と
は
人

格
の
根
底
か
ら
生
ず
る
可
笑
味
で
あ
る
と
い
ふ
一
弘
に
な
り
は
せ
ぬ
か

と
忠
ふ
。
外
の
一
言
葉
で
云
ふ
と
、
ヒ
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
人
の
行
為
は

他
か
ら
見
る
と
可
笑
し
い
が
、
当
人
自
’
身
で
は
他
か
ら
ば
笑
し
が
ら

れ
る
訳
は
な
い
と
必
っ
て
ゐ
る
。
彼
は
瓦
両
日
で
あ
る
Q

無
官
識
に

可
笑
味
を
演
じ
っ

L
あ
る
。
も
う
一
つ
云
ひ
直
す
と
、
可
笑
味
が
当

人
の
一
天
性
、
持
っ
て
生
れ
た
生
地
か
ら
出
る
ο

従
つ
C
取
っ
て
付
け

た
様
に
見
え
な
い
。
行
雲
流
水
の
如
く
自
然
で
あ
ゐ
o

之
に
以
し
て

も
し
人
を
笑
は
せ
る
と
云
ふ
結
果
ぞ
滋
期
し
℃
可
笑
味
を
演
ず
る
な

ら
ば
、
共
入
は
如
何
に
巧
妙
に
道
化
て
も
、
迫
化
を
白
党
し
つ
L
追

っ
て
ゐ
る
。
意
識
し
て
、
尋
常
に
は
ず
れ
た
行
為
J

一一一円訴を
J
子
す
る
な

ら
ば
、
共
行
為
一
一
百
動
は
故
窓
で
あ
る
o

即
ち
不
自
然
で
あ
る
。
仮
り

物
で
あ
る
o

内
か
ら
湧
い
た
の
で
は
な
い
。
外
か
ら
引
っ
付
け
た
。

ハ
注
J

ウ
イ
ブ
ト
の
こ
と
か

で
あ
る
。
私
の
解
釈
に
よ
る
と
是
が
キ
ッ
ト
で
あ
る
o
v一
と
し
て
、

ユ
ー
モ
ア
は
ウ
イ
ッ
ト
よ
り
も
本
来
の
人
間
性
、
自
然
の
人
間
味
を
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